
第一号第一様式
法人単位資金収支計算害

（自） 令和 4年 4月 1日 （至） 令和 5年 3月31日

勘定科 目

保育事業収入

収 経常経毀寄附金収入
受取利息配当金収入

事
入

その他の収入

事業活動収入計(1)活
動 人件費支出
に

事業毀支出よ

る 支 事務贄支出収
支 出 支払利息支出

その他の支出
事業活動支出計(2)

事業活動資金収支差額（3)=(1)-(2)

施 収
圭n9b 

入挫 施設挫備等収入計(4)
備

固定資産取得支出等
に 支
よ

る 出
収

施設整備等支出計(5)支
施設賂備等資金収支差額（6)= (4)-(5) 

そ
収

他
入の その他の活動収入計(7)活

動
支に

出る その他の活動支出計(8)収
支 その他の活動賓金収支差額（9)= (7)-(8) 
予備喪支出(10)

当期資金収支差額合計(11)= (3) +(6) +(9)-(10) 

前期末支払資金残高(12)
当期末支払質金残高（11)+(12)

予算 (A)

133,228,010 
500,000 

1,000 

3,023,000 
136,752,010 
92,749,700 
16,280,000 
12,490,670 

50,000 
1,620,000 

123,190,370 
13,561,640 

゜
899,845 

899,845 
△899,845

゜

゜
゜
゜

△ 0
12,661,795 

8,512,691 
21,174,486 

（単位：円）
決箕 (B) 差異 (A)- (B) 備 考
135,417,428 △2,189,418

500,000 ゜
157 843 

3,013,322 9,678 
138,930,907 △2,178,897

91,830,599 919, 101 
12,692,091 3,587,909 
11,361,067 1,129,603 

49,203 797 
1, 611, 190 8,810 

117, 544, 150 5,646,220 
21,386,757 △7,825,117

゜ ゜
899,845 ゜

899,845 ゜
△899,845 ゜

゜ ゜

゜ ゜
゜ ゜

゜
20,486,912 △7, 825, 117 

三詈三 7,825,11: 



第二号第一様式

法人単位事業活動計鍔杏

（自） 令和 4年 4月 1日 （至） 令和 5年 3月31日

（単位：円）

勘 定 科 目 当年度決算(A) 前年度決箕(B) 増減(A)-(8)

収
保育事業収益 135,417,428 ゜ 135,417,428 

経常経喪寄附金収益 500,000 1,454,990 △954,990
益

サービス活動収益計(I)
サ

135,917,428 1,454,990 134,462,438 

人件投 94,316,814 160,000 94,156,814 
ビ
ス 事業袈 12,692,091 1,253,999 11,438,092 

活
事務喪 11, 577, 067 875,304 10, 701, 763 

動 喪
増 減価伯却喪 4,718,591 ゜ 4,718,591 
減
0) 
部

サービス活動毀用計(2) 123,304,563 2,289,303 121,015,260 

サービス活動増減差額（3)= (1)-(2) 12,612,865 △834,313 13,447,178 

収
受取利息配当金収益 157 28 129 

サ その他のサービス活動外収益 3,013,322 ゜ 3,013,322 
I 益

ビ サービス活動外収益計(4) 3,013,479 28 3,013,451 

ス 支払利息 49,203 ゜ 49,203 
活
動 その他のサービス活動外費用 1,611, 190 ゜ 1, 611, 190 
外 挫

増
減 用
の
部 サービス活動外毀用計(5) 1,660,393 ゜ 1,660,393 

サービス活動外増減差額（6)=(4)-(5) 1,353,086 28 1,353,058 

経常増減差額(7)= (3) + (6) 13,965,951 △834,285 14,800,236 

収
施設賂備等寄附金収益 ゜ 32,600,000 △32,600,000

固定資産受贈額 110,000 62,386,601 △62,276,601
特 益
別 特別収益計(8) 110,000 94,986,601 △94,876,601

増
基本金組入額 ゜ 94,986,601 △94,986,601減 喪

の
部 用

特別喪用計(9) ゜ 94,986,601 △94,986,601

特別増減差額(10)= (8)-(9) 110,000 ゜ 110,000 

当期活動増減差額（11)= (7) + (10) 14,075,951 △834,285 14,910,236 

繰
前期繰越活動増減差額(12) △834,285 ゜ △834,285

越
活

当期末繰越活動増減差額(13)=(11)+(12) 13,241.666 △834,285 14,075,951 

動 基本金取崩額(14) ゜ ゜ ゜

増
その他の秘立金取崩額（15)減 ゜ ゜ ゜

差
その他の和立金積立額(16) ゜ ゜ ゜額

の

次期繰越活動増減差額（17) = (13) + (14) + (15)-(16) 13,241,666 △834,285 14, 075, 951 



第三号第一様式

法人単位貸偕対照表

令和 5年 3月31日現在

（単位： 1
1

J) 

貸 産 の 部 負 ft の 部

当年度末 前年度末 増 波 当年度末 前年度末 附 波

流勅汽産 36,725,684 27,498,040 9, 227,644 流動負Itt 12,179,296 18,985, 34� △6,806,053 

現金預金 25, ·115. 985 7. 528,897 17,917,088 短期運営汽金借入金 ゜ 9,600,000 △9. 600. 000 

事第未収金 2,772,070 ゜ 2,772,070 事業未払金 7,033, 388 ゜ 7, 033, 388

未収金 125,000 18, YG2, 850 △18,837,850 その他の未払金 ゜ 9,362,850 △9, 362, �so 

未収補助金 7,992,000 ゜ 7,992,000 1 91以内返済·I·；ふ汲伯fi全I�入企 I, 967,000 ゜ 1. %7, 000

貯蔽品 ゜ 11,357 △11,357 預り金 24, 799 21. 499 3. 300 

立替金 390. 629 ゜ 390, G29 殿只預り金 666. 894 ゜ 666, 894 

前払金 ゜ 994, 93G △994, 93G 仮受金 1,000 1.000 ゜

ヽ

貨与引当金 2,486,215 ゜ 2,186,215 

固定資産 177,611,879 181. 539, (;25 △3,924, 74G 固定負偵 93,933,000 95,900,000 △I, 967,000

基本財産 175,512,945 179,910,601 △4,397,656 設偏ぽ金借入金 93,933,000 95,900,000 △I, 967, 000

土地 38, 366, 370 38, 366, 370 ゜ 、負俯の部合計 106. 1 1 2, 296 114, 885, 349 △8,773,053 

建物 137,146,575 141,544,231 △4,397,656 
純 貸 産 の 部

その他の固定貸産 2, 101, 934 I, u29, 024 472. 910 

構築物 1, 271, 722 I, 413,024 △141. 302 砧本金 9,1, 986, GO! 94, 98G, GO! ゜

器具及び備品 830,212 ゜ 830,212 第1号基本金 85,486,601 85,486,601 ゜

差入保証金 ゜ 216. 000 △216. 000 第3号基本金 9,500,000 9,500,000 ゜

図庫柏助金等特別積立金 ゜ ゜ ゜

その他の和立金 ゜ ゜ ゜

次期紗越活動増政差額 13,241, GGG △ 834, 285 14,075.951 

（うち当期活動増祓差額） 14,075,951 △834, 285 14,910, 23G 

純臼産の部合計 108,228,267 94. 152, 316 14,075, 951 

沢産の部合計 214, 340, 563 209,037,665 5,302,898 凸偵及び純沢歴の部合計 21'1, 340, 5G3 209, 037, 665 5,302,898 



計箆書類に対する注記（法人全体用）

1. 継続事業の前提に関する注記

継続事業の前提に重要な疑義を生じさせる事象や状況は有りません。

2. 重要な会計方針

(1)固定賓産の減価伯却の方法

・有形固定賓産一 定額法

・無形固定賓産一 定額法

・リ ース資産

所有権移転ファイナンス ・ リ ース取引に係るリ ース賓産

自己所有の固定賓産に適用する減価佑却方法と同一の方法によっている。

所有権移転外ファイナンス ・リ ース取引に係るリ ース賓産

リース期間を耐用年数とし、 残存価額を希とする定額法によっている。

(2)引当金
、

の計上基準
・ 退職給付引当金 一 該当なし

・貨与引当金

夏期貧与の支給見込み額 のうち当期に所屈する額及び対応社会保険料を計上しています。

当法人に有価証券及びリース資産は有りません。

3. 誼要な会計方針の変更

該当なし

4. 法人で採用する退職給付制度

加入している退職共済制度は、 次のとおりです。

・確定拠出型退識給付制度 ー 独立行政法人医療福祉機構が主催する退職共済制度

5. 法人が作成する計節笞類と拠点区分、 サー ビス区分

当法人の作成する計節芯類は、 以下のとおりになっている。

(1)法人全体の計鍔む類

（会計基準省令第一号第一様式、 第二号第一様式、 第三号第一様式）

（会計基準省令第一 号第三様式、 第二号第三様式、 第三号第三様式）

(2)拠点区分における拠点区分計掠苦類

（会計基準省令第一 号第四様式、 第二号第四様式、 第三号第四様式）

当法人は社会福祉事業のみを実施している為、 以下の作成を省略しています。

（会計基準省令第一号第二様式、 第二号第二様式、 第三号第二様式）

(3)拠点区分におけるサー ビス区分の内容

・法人本部拠点区分

•とみしろほいくえん拠点区分

6. 基本財産の増減の内容及び金額

基本財産の増減の内容及ぴ金額は、 以下のとおりである。

基本財産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額

土地 38,366,370 ゜ ゜

建物 141,544,231 ゜ 4,397,656 

合 計 179,910,601 ゜ 4,397,656 

7. 基本金又は固定衰産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別秘立金の取崩し

該当なし

（単位：円）

当期末残商

38,366,370 

137,146,575 

175,512,945 

別紙 1



8. 担保に供している資産

担保に供されている賓産は、 以下のとおりである。

土地（基本財産）

建物（基本財産）

計

担保に供している伯務の種類および金額は、 以下のとおりである。

設備袋金借入金 (1 年以内返済予定額を含む）

計

9. 有形固定資産の取得価額、 減価伯却累計額及び当期末残高

38,366,370円

137, 146, 575円

175,512,945円

95,900,000円

95,900,000円

固定資産の取得価額、 減価伯却累計額及び当期末残商は、 以下のとおりである。

取得価額 減価似却累計額

土地（基本財産） 38,366,370 ゜

建物（基本財産） 141, 544, 231 4,397,656 

構築物 1,413,024 141, 302 

器具及び備品 1,009,845 179,633 

計 182,333,470 4,718,591 

1 0. 伯権額、 徴収不能引当金の当期末残高、 伯権の当期末残商

該当なし

1 1. 湖期保有目的の伯券の内訳並ぴに帳筋価額、 時価及び評価損益

該当なし

1 2. 関連当事者との取引の内容

該当なし

1 3. 重要な偶発伯務

該当なし

1 4. 重要な後発事象

該当なし

1 5. 合併及ぴ事業の談渡若しくは事業の諌受け

該当なし

（単位：円）

当期末残商

38,366,370 

137,146,575 

1,271,722 

830,212 

177,614,879 

1 6. その他社会福祉法人の資金収支及び純賓産増減の状況並びに賓産、 負個及び純資涯の状態を明らかに
するために必要な事項

(1) 会計処理上の見積方法の変更一該当なし

(2)新たに採用した会計処理に関する事項ー該当なし

(3) 勘定科目の内容について特に説明を要する事項ー該当なし

(4) 法令、 所轄庁の通知等で特に説明を求められている事項ー該当なし

(5)固定資産受贈額について、 令和3年度に寄附されたプリンター llO, 000円を器具及び備品受贈額
として計上が湘れていました。 令和4年度で計上します。



情入命明細書
別紙3（①）

（自） 令和 4年 4月 1 日 （至） 令和 5年 3月 31 日

it全栢社it}、名 ft全福祉i.t}、たこふじ福I↓会

...、
区 借入先 氾．代区分 期芍残応 当期f�入金 譴

③
f5違額 ④

笠＝り①
1 期

十
末②

残ー応③ 元企1Rig1,1il),lJ金 利半 支払利．g．
近済期「ll f!!j全

担保i,i庄
分 ① ® （うち 1 年以内に這子·；因紅） ％ 当朔文ilIt1 利息•!ilV)金収入 穫印 地lfiまたは内9．ゞ 般店fJ,訂i

（単位：円）

（独）社会福祉医 とみしろほいく 95,900,000 ゜ ゜
（ 

95,900,000 
゜ 0. 55% 49,203 0 2041/12/10 建築資金 土地・遠物 豊見城市字jl)j安 175,512,945 

設 療楼情 えん 1,967,000) 66番
{Q ゜

（ ） 
企

゜借
入 （ ） 
金

計 95,900,000 
95,900,000 

゜゜ ゜
（ 

49. 203 ゜ I 75,512,945 
I. 967. 000) 

長 ゜

期 （ ） 
運 ゜

（ ） 沢
金 ゜

借 （ ） 
入

計 ゜ ゜
゜

金 ゜
（ 0) 

゜ ゜ ゜ ゜

短
゜

期
運
営 ゜

汝
金 ゜

入
計金 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

合計 95,900,000 ゜ ゜
（ 

95. 900,000 

1 、 967,000)
゜ 49,203 ゜ 175,512,945 

（注）役l1等からの仕in倍入企、 即111/1入金がある届合は、 区分を新設するものとする．



寄附金収益明細寄

（自） 令和 4年 4月 1日 （至） 令和 5年 ｀

3月 31日

社会福祉法人名 社会福祉法人たこふじ福祉会

寄附者の屈性 区分 件数 寄附金額 うち基本金組入額
寄附金額の拠点区分ごとの内訳

法人本部 とみしろほいくえん
その他 l 500,000 

経 ゜

常 ゜

゜

区分小計 1 500,000 ゜ ゜

法人の役職員 ゜

施 ゜

設 ゜

゜

区分小計 ゜ ゜ ゜ ゜

法人の役琺員 1 110,000 

固 ゜

定 ゜

゜

区分小計 1 110,000 ゜ ゜

合計 2 610,000 ゜ ゜

（注） 1. 寄附者の屈性の内容は、 法人の役職員、 利用者本人、 利用者の家族、 取引業者、 その他とする。

2. 「寄附金額」梱には、 寄附物品を含めるものとする。 「区分梱」には、 経常経袈寄附金収益の坦合は「経常」、 長期運営賓金借入金

元金伯還寄附金収益の坦合は「運営」、 施設整備等寄附金収益の垢合は「施設」、 設備衰金借入金元金依遠寄附金収益の場合は「｛釦塁J、

固定賓産受贈額の均合は「固定」と、 寄附金の種類がわかるように記入すること。

3. 「寄附金額」の「区分小;Jt」桐は事業活動計鍔芯の勘定科目の金額と一致するものとする。 または、 「寄附金額の拠点区分ごとの内訳」の

「区分小計J桐は、 拠点区分事業活動計葬むの勘定科目の金額と原則として 一致するものとする。

500,000 

500,000 

゜

110,000 

110,000 

610,000 

別紙3（②）

（単位：円）

゜

゜

゜

゜



補助金事業等収益明細書

（自） 令和 4年 4月 1日 （至） 令和 5年 3月 31日｀

社令福祉法人名 社会福祉法人たこふじ福祉令

（単位：円）

交付団体及び交付の目的 区分 交付金額
補助金事業に係る

交付金額等合計
うち国庫補助金等特別 交付金額守合計の拠点区分ごとの内訳

利用者からの収益 ffl立金積立額 とみしろほいくえん

↓R外保存士誘致事業補助金 524,000 521,000 524. 000 

処遇改善臨時特例交付金 I, 807,680 I, 807,680 I. BOi, 680 

障がい児保百事業補助金 2,400,000 2,400,000 2,400,000 

水道光熟費負担軽該給付金 350,000 350,000 350,000 

食材費位担軽汝給付金 241,000 241. 000 241. 000 

保守環境改善等事築補助金（新型コロナ）
保

500,000 500,000 育 500. 000 

延長保脊事業補助金
事 300,000 342. 800 642,800 642,800 
業

保守体制強化布業補助金 586,000 586, 000 586. 000 

宿舎借上げ支扱事業補助金 3,352,000 3,352,000 3,352,000 

就ほ支扱事業補助金 450,000 450,000 450,000 

保守補助者雇上げ協助金 3,104,000 3,104,000 3,104、 000

区分小計 13,614,680 342. 800 13,957,480 ゜ 13,957,480 

゜

゜

区分小fit ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

゜

゜

゜

区分小at ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

合計 13,614,680 312,800 13,957,480 ゜ 13,957,480 

（注） 1. 「区分」i罰には、 介寝保検事業の補助金事業収益の届合は「介粒事業J、 老人福祉事業の補助金事業収益の沿合は「老人事業」、 児堂福祉事業の補助金事業収益の局合は「児窟事業」、

保守賽要の補助金事業収益の彬合は「保百事業J、 障害福祉サービス写事業の補助金事業収益の勾合は「閃害事笑J、 生活保藷事葉の補助金事棠収益の坦合は「生活保謹事英J、

゜

゜

゜

゜

医療事業の補助金事業収益の場合は「医祝事業」 、 00平業の補助金事業収益の楊合は「00事業」、 偕入金利息補助金収益の切合は「利．0.」、 抱設整偏等補助金収益の坦合は「庇殷J 、

設低貨金佑入金元金償遠補助金収益の出合は「償還」と補助金の種姦がわかるように記入すること。

別紙3（③）

なお、 運用上の留意布項（罪長通知）別活3「勘定科目説明Jにおいて「利用者からの収益も含む」と記載されている坦合のみ、 「補助金事業に1系る利用者からの収益j ！関を記入するものとする。

2. f交付金額等合計Jの「区分小at」桐は事業活動計互むの勘定科目の金額と一致するものとする。

また、 「交付金額等合計の拠点区分ごとの内訳」の「区分小ttJ OOは、 関点区分事栗活動計狂書の勘定科目の金額と一致するも(/)とする。



社会福祉法人名 社会福祉法人たこふじ福祉会

1)事業区分問貸付金（借入金）明細書

貸付事業区分名

期
小計

期
小計

合計

2)拠点区分間笠付金（借入金）明細書

鉗付拠点区分名

法人本部

期
小計

期
小計

合計

ヘ

事業区分間及び拠点区分間貸付金（借入金）残高明細書

令和 5年 3月 31日現在

借入事業区分名

借入拠点区分名

とみしろほいくえん

金額

゜

゜

゜

金額

177,378 

177,378 

゜

177,378 

別紙3（⑤）

（単位：円）

使用目的等

（単位：円）

使用目的等

社宅家貨の立替分



別紙3（⑥）
某本金明細書

（自） 令和 4年 4月 1日

社会福祉法人名 社会福祉法人たこふじ福祉会

（至） 令和 5年 3月 31日

· 9  9 

区分並びに組入れ及ぴ 合計 各拠点区分ごとの内訳
取崩しの事由 法人本部 とみしろほいくえん

前年度末残高 ゜ ゜ ゜ ゜

第一号基本金 ゜

第二号基本金 ゜

第一号基本金 ゜

当期組入額

第 85,468,601 85,468,601 

゜

方ロ 計 85,468,601 ゜ 85,468,601 ゜

基 当期取崩額
本 ゜
金

゜

計 ゜ ゜ ゜ ゜

当期組入額

第 ゜

゜

・弓ロ 計 ゜ ゜ ゜ ゜

当期取崩額
本 ゜
金

゜

計 ゜ ゜ ゜ ゜

当期組入額

第 9,500,000 9,500,000 

゜

号 計 9,500,000 9,500,000 ゜ ゜

当期取崩額
本 ゜
金

゜

計 ゜ ゜ ゜ ゜

当期末残高 94,968,601 9,500,000 85,468,601 ゜

第一号基本金 85,468,601 ゜ 85,468,601 ゜

第一号基本金 ゜ ゜ ゜ ゜

第二号基本金 9,500,000 9,500,000 ゜ ゜

（単位：円）

（注） 1. 「区分並びに組入れ及び取崩しの事由」の桐に該当する事項がない場合は、 記載を省略
する。

2. ①第一号基本金とは、 本文11 (1)に規定する基本金をいう。
②第二号基本金とは、 本文11 (2)に規定する基本金をいう。
③第三号基本金とは、 本文11 (3)に規定する基本金をいう。

3. 従前からの特例により第一号基本金•第二号基本金の内訳を示していない
法人では、 合計額のみを記載するものとする。

ヽ



社会福祉法人名 社会福祉法人たこふじ福祉会
拠点区分 とみしろほいくえん

△ 

基本財産及びその他の固定資産（有形・無形固定資産）の明細書

（自）令和4年4月1日 （至）令和5年3月31日

別紙3 （⑧） 

（単位：円）
摘要期末帳蔀価額 ｀

期首祓菊価額（A) 当期増加額(B) 当期減価俗却額（C) 当期減少額(D ) (E=A+B-C-D) 浅価俗却累計額（F) 期末取得原価(G=E+F)

汽産の種穎及び名称 うち国血 うち国庫 うち国庫 うち国庫 うち国庫 うち国廂
補助金等 補助金等 補助金等 補助金等 補助金等 補助金等
の額 の額 の領 の額 の額 の領

基本財産 （有形固定預産）

建物 141. 544,231 ゜ ゜ ゜ 4,397,6祁 ゜ ゜ 0 137,146,575 ゜ 4,397,656 0 141. 544,231

土地 38,366, JiO ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ 38,366,370 ゜ ゜ ゜ 38. 366, 3i0 

甚本財産合計 179,910,601 ゜ ゜ ゜ 4. 397,656 ゜ ゜ ゜ 175,512,945 ゜ 4,39i, 656 0 179,910, 6-01 

その他の固定資産（有形固定惰産）

構築物 1.413,024 ゜ ゜ ゜ 141,302 ゜ ゜ ゜ I, 271,722 ゜ 141,302 ゜ 1,413,024 

器具及び備品 ゜ ゜ l, 009, 845 ゜ 179,633 ゜ ゜ ゜ 830,212 ゜ 179,633 ゜ 1. 009, 815 

その他の固定惰産（有形固定資産）計 1.413, 024 ゜ 1. 009, 845 ゜ 320. 935 ゜ ゜ ゜ 2,101,934 ゜ 320,935 ゜ 2,422,869 

その他の固定汽産計 1,413,021 ゜ I, 009,845 ゜ 320, 93:i ゜ ゜ ゜ 2, IOI, 931 ゜ 320,935 ゜ 2,422,869 

基本財産及びその他の固定沼産計 181,323,625 ゜ I, 009,845 ゜ 4,718,591 ゜ ゜ ゜ 177,614,879 ゜ 4,718,591 0 182,333,470 

将来入金予定の俗還捕助金の額 ゜ ゜ ゜ ゜ I 0 ------ ／ ／ 
差 弓I 181,323,625 ゜ l, 009, 845 ゜ 4,718,591 ゜ ゜ 0 177,614,879 0 ------- ／ ／ 

（注）1. 「 うち国庫補助金等の額」については、設備安金元金俗遠補助金がある易合には、伯還補助総額を記載した上で、国庫補助金取崩計葬を行うものとする。
ただし、 「将来入金予定の併遠補助金の額」桐では、 「期首恨箔価額」の「うち国廊補助金等の額」はマイナス表示し、実際に補助金を受けた垢合に「当期増加額Jの

「うち国廊補助金等の額」をプラス表示することにより、 「差引」梱の「期末帳舘価額」の「うち国庫補助金等の額」が貸借対照表上の国血補助金等特別積立金残高と
一致することが確認できる。

2. 「 当期増加額」には、減価俗却控除前の増加額、 「当期妓少額Jには当期減価俗却額を控除した減少額を記載する。
-1-

うち国廊
補助金等
の額

゜

゜

゜

゜

゜

゜

゜

゜

／ 

／ 



引当命明細書

（自） 令和 4年 4月 1 日 （至） 令和 5年 3月 31 日

t1令t1·,'1hI•i／：人名 たこふじthihI•1
褐．屯区分 ｝みしろぼしヽくえん

科II 1月1v,り知：i

投与引当金

ヽ

(ii・）

゜

（ 

（ 

（ 

゜

‘'i期）↑lJ月lr.fi
''i!Vli\女少窟i

Il(f•J使JIJ その他

2, 486, 215 
゜

0) （ 

） （ 

） （ 

2,486、215
゜

0) （ 

I. り1:!冷'"れ訊には 、 り1'!i金の,�.lriごとに、 ！り,,.'1残悩、'�iJIJI増／91行i、 当lり1枝少額及びJりIA<伐秘のIりlillを記拙する。
i. 11(1り即II以外の＇災因によるik少節については 、 その内容及び企19"iをilC出する。
3. /',f,滋府県Jし済会またはil；人如'1の退ピょ；；；佑l;JI文において 、 店J10)I＇公t'↓または氾 ．9，'.{lild)見幼により 、

退馬•KIt(•W)女払を（1；わない叫．·u�船l "i釦）Jfl}月1または妓少が兌生したJり合は 、 91i!HItl}月Ila以は

叩IJI減少額（その他）のiltlに栢·，ii'ほきでその金triを内数として ，氾位するものとする。

゜

0) 

） 

） 

゜

0) 

別紙 3（⑨）

（輯こHP

！りIA�!父，hi i釘牧·

2,486,215 

゜

゜

2,486,215 



別紙｀I

財1布 H 鉢

令和 5年 3JJ 31 n現在

（りt位：円）

貸借対照表科目 塚所・物：，し等 取得年度 使用�J iiり笞 取得佃額 波f:iift.1明1累計額 貸偕対照表{9i額

I貸江の部

J淀砂）沼産

現金栢金

現令 現令手許布，ii 運転ii令として I. 322 

将通預令 祓球銀行 盟比城文店他 述転汽令として 25, 4H, 663 

小tl• 25.115, 985 

1i業人·収令 絣渫h1i、 保護者 給付弁弟額分 2,772,070 

末収金 只H 駁且給食1,( 125,000 

未収補助金 登見城市 補助金等 7, 1192. 000 

ヽ｝：杵令 那新税務召· 年よよl整芯付金 390.629 

ii.湿J立I梵合計 36,725,681 

2同と浴産

(I) }1;;4-財）名

←l:地
（とみしろほいくえん挺点）森見 第2そl会福祉*棠である 、 保脊庄 38,366,370 
披iii字高安66番地 設特に使用している

建物
（とみしろほいくえん記点）登見 2021年ほ 第2社会福祉ボ某である 、 保存在 14 1, 544, 23J 4, 397, 656 137,116,575 
城市字涵安66番地 設9子に使用している

某本財庄合計 175, fil2. 915 

(2)その他の固定和祐

柄保物 近具他
第2社会h','ihtiltみをである� 保育胞 l, 413,024 141,302 1,271.722 
設笞に使用している

器具及び｛似品 プリンク ー他 第2tl．会福祉＊某である、 保守危 1. 009, 845 179, G33 830, 212 
設究に使用している

その他の同定資産合計· 2, IOI. 931 

固走i’i洋合 、il• 177, 6H. 879 

浴I裟合計 211. 310, 563 

n 負倍の部

］涼勅負{1,i

4£名木払金 3月分宅者女払他 7, 0�3. 388 

1年以内返済予；知沼伍沢令偕入金 独立行政法人 福祉柘板横栢 1,%7,000 

預り令 烈Hへ返金 2,1, 799 

nu伏り金 社会保険料 666. 891 

仮受令 新規通松開設 I, 000 

・代与りl ‘li金 反季H・与分 2,186,215 

淀柑Ji:l伯合 ，汁 12, Ji9. 296 

2固定ii依

設｛ii,吝金侶入金 独ずt行政法人 福祉医療檄栖 ---- 93, 933. 000 

固定負伯合，：I 93,933.000 

位依合計 106,112,296 

差引純資荘 108, 228, 267 


